
リセット／ウォッチドッグのタイムアウト遅延を

キャパシタで調整可能なマイクロプロセッサ・

リセット回路

ADPL63164 

©2024 Analog Devices, Inc. All rights reserved. 商標および登録商標は各社の所有に属します。 
本    社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 東京汐留ビルディング 23F 
大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 新大阪トラストタワー 10F 
名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島町 6-1 名古屋ルーセントタワー 38F 

19-101808; Rev 0; 1/24 

概要

ADPL63164 低消費電力マイクロプロセッサ（µP）監視回路は、

1.575V～5V のシングル／デュアル・システム電源電圧をモニタ

でき、また、リセット機能とウォッチドッグ機能が最大限に調

整可能です。VCC電源電圧または RESET IN がリセット閾値を下

回るか、手動リセットがローに引き下げられると、デバイスは

リセット信号をアサートします。VCCと RESET IN がリセット閾

値を上回った後、リセット・タイムアウト時間が経過するまで

リセット出力はアサート状態を維持します。このリセット機能

は、電源のトランジェントに対する耐性を備えています。

ADPL63164 は、1.575V～5V の範囲を約 100mV 刻みでメーカー

調整した精度±2%のリセット閾値電圧や、外部抵抗を使用して

調整可能なリセット閾値電圧を備えています。

リセット／ウォッチドッグ遅延は外部キャパシタで調整可能で

す。ADPL63164 には、ウォッチドッグ・タイムアウト期間を

128 倍に延長するウォッチドッグ選択入力が備わっています。

ADPL63164 は、オープン・ドレインのアクティブローRESET出
力で使用できます。ADPL63164 は、8 ピン SOT23 パッケージを

採用しており、−40ºC～+125ºC の温度範囲で完全に仕様規定さ

れています。

アプリケーション
• 医療機器

• オートモーティブ

• インテリジェント計測器

• ポータブル機器

• バッテリ駆動コンピュータ／コントローラ

• 組み込みコントローラ

• 重要なマイクロプロセッサのモニタリング

• セット・トップ・ボックス

• コンピュータ

特長と利点 

標準動作回路 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

• 設定可変のリセットおよびウォッチドッグ・オプションにより、

幅広いアプリケーションが可能

• 1.575V～5V の範囲を約 100mV 刻みで工場設定された

リセット閾値オプション

• 調整可能なリセット閾値オプション

• シングル／デュアル電圧モニタリング

• キャパシタ調整可能なリセット・タイムアウト

• キャパシタ調整可能なウォッチドッグ・タイムアウト

• オープン・ドレインRESET出力

• 4µA の電源電流がシステムの消費電力を削減

• 統合された電源保護機能が堅牢性を向上

• 電源過渡耐性

• VCC ≥ 1.2V で有効なRESETを確保

• 8 ピン SOT23 パッケージで基盤スペースを節約

※こちらのデータシートには正誤表が付属しています。当該資料の最終ページ以降をご参照ください。 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/adpl63164.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/adpl63164.pdf
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絶対最大定格 
VCC～GND  .................................................................  −0.3V～+6.0V 
SRT、SWT、RESET IN、WDS、WDI～GND  −0.3V～VCC +0.3V 
RESET（オープン・ドレイン）～GND  ................. −0.3V～+6.0V 
入力電流（全てのピン） ...................................................... ±20mA 
出力電流（RESET） .............................................................. ±20mA 

連続消費電力（TA = +70ºC）8 ピン SOT23（+70ºC を超えると

5.1mW/ºC でディレーティング） ....................................  408.2mW 
動作温度範囲 ............................................................ −40ºC～+125ºC 
保管温度範囲 ............................................................ −65ºC～+150ºC 
ジャンクション温度 .............................................................. +150ºC 
リード温度（ハンダ付け処理、10s） ................................. +300ºC 
ハンダ付け処理温度（リフロー） ...................................... +260ºC 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらの規定はストレス定格のみを定めたものであり、この仕様の動作セクションに記載する
規定値以上でデバイスが正常に動作することを意味するものではありません。デバイスを長時間絶対最大定格状態に置くとデバイスの信頼性に影響を与えます。 

パッケージ情報

最新のパッケージ外形図とランド・パターン（フットプリント）に関しては、https://www.analog.com/jp/design-center/packaging-quality-
symbols-footprints/package-index.html で確認してください。パッケージ・コードの「+」、「#」、「−」は RoHS 対応状況のみを示します。

パッケージ図面は異なる末尾記号が示されている場合がありますが、図面は RoHS 状況に関わらず該当のパッケージについて図示してい

ます。

パッケージの熱抵抗は、JEDEC 規格 JESD51-7 に記載の方法で 4 層基板を使用して求めたものです。パッケージの熱に対する考慮事項の

詳細については、https://www.analog.com/jp/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html を参照してください。

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/design-center/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
https://www.analog.com/jp/design-center/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
https://www.analog.com/jp/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/package/pkg_pdf/sot-23/21-0078.pdf
https://www.analog.com/media/en/package-pcb-resources/land-pattern/sot-23/90-0176.pdf
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電気的特性

（特に指定のない限り、VCC = +1.7V～+5.5V、TA = TMIN～TMAX。代表値は VCC = +5V、TA = +25ºC での値）（Note 1） 

Note 1： 製品テストは TA = +25ºC で行っています。温度範囲全体に対する制限値は設計により裏付けられています。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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標準動作特性

（特に指定のない限り、VCC = +5V、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VCC = +5V、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置

端子説明

ピン 名称 説明 

1 RESET IN リセット入力。調整可能なリセット・コンパレータへの高インピーダンス入力です。外部モニタされる電圧の閾値を

設定するには、外部抵抗分圧器の中点に RESET IN を接続します。 

2 SWT 

ウォッチドッグ・タイムアウト入力。基本ウォッチドッグ・タイムアウト期間の長さ（tWD）を設定するには、

SWT とグラウンドの間にキャパシタを接続します。この期間の長さは tWD = 4.94 × 106 × CSWT（tWD の単位は

秒、CSWT の単位はファラッド）の式に従って定まります。基本ウォッチドッグ・タイムアウト期間は WDS 入力を

用いて延長できます。SWT をグラウンドに接続するとウォッチドッグ・タイマ機能は無効化されます。 

3 SRT 
リセット・タイムアウト入力。リセット・タイムアウト期間の長さを選択するには、SRT とグラウンドの間にキャ

パシタを接続します。この期間の長さは次式で定まります：tRP = 4.94 × 106 × CSRT（tRP の単位は秒、CSRT の

単位はファラッド）。 

4 GND グラウンド。 

5 WDS 

ウォッチドッグ選択入力。WDS はウォッチドッグ・モードを選択します。通常モードとウォッチドッグ・タイムア

ウト期間の長さを選択するには、WDS をグラウンドに接続します。WDS を VCCに接続すると延長モードが選択さ

れ、基本タイムアウト期間の長さの 128 倍に延長されます。WDS の状態が変化するとウォッチドッグ・タイマはク

リアされます。 

6 WDI 

ウォッチドッグ入力。選択したウォッチドッグ・タイムアウト期間内に WDI に立下がり遷移を発生させる必要があ

ります。さもないとリセット・パルスが発生します。WDI に遷移が発生した場合はウォッチドッグ・タイマがクリ

アされます。あるいはRESETがアサートされた場合は常にクリアされます。SWT をグラウンドに接続するとウォッ

チドッグ・タイマ機能は無効化されます。WDI をフローティング状態のままにすることはできません。ウォッチ

ドッグ機能を使用しないときに正しい動作を確保するには、WDI とグラウンドの間に 100k の抵抗を接続します。 

7 RESET 

オープン・ドレインのリセット出力。VCCまたは RESET IN が選択したリセット閾値電圧（それぞれ、VTHまたは

VRESET IN）未満に低下した場合は常に、RESETがアサートされます。RESETは、全てのリセット条件がデアサート

された後、リセット・タイムアウト期間の間ローを維持し、その後ハイに移行します。ウォッチドッグ・フォルトが

発生すると必ず、ウォッチドッグ・タイマはリセット・パルス（tRP）をトリガします。 

8 VCC 電源電圧。VCCは電源入力および、固定閾値 VCCモニタ用の入力です。 

詳細

ADPL63164は、VCC電源電圧またはRESET INがそのリセット閾値未満に低下した場合、常にリセット信号をアサートします。このリセッ

ト出力は、VCC または RESET IN がそれぞれのリセット閾値を超えた後リセット・タイムアウト期間の間、アサートされたままになりま

す。ウォッチドッグ・フォルトが発生すると必ず、ウォッチドッグ・タイマはリセット・パルスをトリガします。

リセット／ウォッチドッグ遅延は外部キャパシタで調整可能です。ADPL63164 には、ウォッチドッグ・タイムアウト期間を 128 倍に延長

するウォッチドッグ選択入力が備わっています。

リセット出力

リセット出力は通常、マイクロプロセッサのリセット入力に接続されます。マイクロプロセッサのリセット入力は、既知の状態でマイク

ロプロセッサを起動または再起動します。ADPL63164 のマイクロプロセッサ監視回路は、パワーアップ時、パワーダウン時、ブラウンア

ウト時のコード実行エラーを防止するためのリセット・ロジックを備えています（標準動作回路を参照）。

https://www.analog.com/jp/index.html
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モニタ対象電圧である RESET IN や VCCがリセット閾値電圧未満に低下すると常に、RESETはハイからローに変化します。VRESET INや VCC

がそれぞれのリセット閾値電圧を超えると、RESETはリセット・タイムアウト期間の間ローを維持し、その後ハイに移行します。

RESETは、VCCが 1V より高い場合に正しいロジック状態になるよう設計されています。 

RESET IN 閾値 
ADPL63164 は、外部抵抗分圧器で設定される調整可能なリセット閾値（VRESET IN）を用いて RESET INの電圧をモニタします（図 1 参照）。

外部でモニタされる電圧（VMON_TH）を計算するには、次式を用います。 

図 1. モニタする閾値電圧（VMON_TH）の計算 

図 2. ADPL63164 への外部手動リセット機能の追加 

ここで、VMON_THは目的のリセット閾値電圧、VTHはリセット入力閾値（1.235V）です。抵抗 R1 および R2 は非常に高抵抗にすることがで

き、リーク電流が少ないために消費電流を最小限に抑えられます。R2 を適当な高い値（例えば 500kΩ）に設定し、目的のリセット閾値電

圧に基づいて R1 を計算するには次式を用います。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ウォッチドッグのタイミング図、WDS = GND

図 3. ウォッチドッグのタイミング図、WDS = VCC 

アプリケーション情報

リセット／ウォッチドッグ・タイムアウト・キャパシタの選択

様々なマイクロプロセッサ・アプリケーションに対応できるよう、リセット・タイムアウト期間は調整可能です。リセット・タイムアウ

ト期間（tRP）を調整するには、SRT とグラウンドの間にキャパシタ（CSRT）を接続します。リセット・タイムアウト・キャパシタは次式

で計算します。

ここで、tRPの単位は秒、CSRTの単位はファラッドです。 

デュアル電圧モニタリング

ADPL63164 は、メーカー調整済みの閾値電圧と調整可能なリセット閾値入力の両方を備えているため、VCC および VMON_TH の 2 つの電圧

のモニタリングが可能です（図 1 参照）。RESETは、いずれかの電圧がその閾値電圧未満に低下した場合にアサートされます。 

手動リセット

ノーマリ・オープンのモーメンタリ・スイッチを R2 に並列に接続することで、手動リセット・オプションを ADPL63164 に簡単に実装で

きます（図 2 参照）。スイッチが閉じると RESET IN の電圧がゼロに移行し、リセットが開始されます。リセットは、RESET IN の電圧が

ゼロになっている間、およびスイッチが開いた後リセット・タイムアウト期間が経過する間、アサートされたままになります。

ウォッチドッグ・タイマ

ウォッチドッグの回路は、マイクロプロセッサの動作をモニタします。マイクロプロセッサがウォッチドッグ入力（WDI）を tWD（ユー

ザ選択）以内にトグルしない場合、リセット・タイムアウト期間の間、RESETがアサートされます。内部ウォッチドッグ・タイマは

RESETをアサートするイベントによりクリアされます。つまり、WDIの立下がり遷移（300nsの短パルスを検出可能）または WDSの遷移

によりクリアされます。リセットがアサートされている間、ウォッチドッグ・タイマはクリアされたままになり、リセットが解除される

と直ちにタイマはカウントを開始します。

ADPL63164 は、通常モードと延長モードの 2 つのウォッチドッグ動作が可能です。通常モード（図 3 参照）では、ウォッチドッグ・タイ

ムアウト期間は、SWT とグラウンドの間に接続されたキャパシタの値で決まります。延長モード（図 3 参照）では、ウォッチドッグ・タ

イムアウト期間が 128 倍になります。例えば、延長モードの場合、0.1µF のキャパシタでウォッチドッグ・タイムアウト期間は 65s になり

ます（標準動作特性のウォッチドッグ・タイムアウト期間と CSWT の関係を示すグラフ（Watchdog Timeout Period vs. CSWT）の延長モード

を参照）。ウォッチドッグ・タイマ機能を無効化するには、SWT をグラウンドに接続します。

https://www.analog.com/jp/index.html
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様々なマイクロプロセッサ・アプリケーションに対応できるよう、ウォッチドッグ・タイムアウト期間は調整可能です。この機能を用い

ると、ウォッチドッグ・タイムアウトをソフトウェアの実行に合わせて最適化できます。プログラマは、ウォッチドッグ・タイマを機能

させる頻度を決定できます。ウォッチドッグ・タイムアウト期間（tWD）を調整するには、SWT と GND の間に特定の値のキャパシタ

（CSWT）を接続します。ウォッチドッグ・タイムアウト・キャパシタは次式で計算します。 

ここで、tWDの単位は秒、CSWTの単位はファラッドです。 

CSRTおよび CSWTは、低リーク（< 10nA）タイプのキャパシタであることが必要です。セラミック・キャパシタを推奨します。 

過渡耐性

パワーアップ、パワーダウン、ブラウンアウトの状態時にマイクロプロセッサにリセットを指示する他、この監視回路は、短時間の電源

トランジェント（グリッチ）に対し比較的耐性があります。標準動作特性の最大トランジェント時間とリセット閾値オーバードライブの

関係を示すグラフ（Maximum Transient Duration vs. Reset Threshold Overdrive）に、この関係が示されています。 

グラフの曲線より下の領域は、これらのデバイスが通常はリセット・パルスを発生しない領域です。このグラフは、実際のリセット閾値

（VTH）を超える電圧で始まり、示された大きさ（リセット閾値オーバードライブ）だけ下回った電圧で終了する立下がりパルスを、VCC

に印加して生成されたものです。トランジェントの大きさが増加するにつれ（リセット閾値を下回るにつれ）、許容可能な最大パルス幅

が減少します。通常、リセット閾値より 100mV 低く、持続時間が 50µs 以下の VCC トランジェントは、リセット・パルス発行の原因には

なりません。VCCへの電源のトランジェント・レートが高いアプリケーションの場合（dV/dt > 5V/50µS）は、VCCに RC フィルタが必要で

す。図 6 を参照してください。 

図 4. 他の電圧レベルとのインターフェース 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 6. 高入力電圧トランジェント・アプリケーション用のアプリケーション回路 

ロジック互換性を確保するための他電圧とのインターフェース

オープン・ドレインRESET出力を用いることで、その他のロジック・レベルのマイクロプロセッサとインターフェースできます。図 4 に

示すように、オープン・ドレイン出力は、0V～6V の電圧に接続できます。

一般に、RESETに接続されたプルアップ抵抗は、IC の VCC ピンでモニタされる電源電圧に接続します。しかし、一部のシステムでは、こ

のオープン・ドレイン出力を用いて、モニタする電源からレベルシフトし、別の電源から給電される回路をリセットできます。なお、監

視回路の VCC が 1V に向かって減少するのに伴い、IC のRESETでの電流シンク能力も同様に低下する点に注意してください。また、何ら

かのプルアップ抵抗を用いると、VCC がゼロに向かって徐々に減少するのに伴って、RESETはハイに引き上げられます。このようなこと

が生じる電圧は、プルアップ抵抗値とそれが接続されている電圧に依存します。
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表 1. リセット閾値電圧のサフィックス（TA = −40ºC～+125ºC） 
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型番

Note：「_ _」は、リセット閾値電圧値を発注する際に必要な 2 桁のサフィックスです。リセット閾値電圧は、約 100mV のインクリメントで指定できます。

表 1 には、サフィックスとメーカー調整リセット電圧が示されています。全てのデバイスはテープのリール巻きでのみ供給されます。標準バージョン（型

番を参照）の場合、最小 2500 個単位の発注条件があります。サンプル在庫は通常、標準バージョンでのみ確保されています。標準以外のバージョンでは最

小 10,000 個単位の発注が必要です。在庫については弊社にお問い合わせください。 

+は鉛（Pb）フリー／RoHS 準拠のパッケージであることを示します。T = テープ＆リール。 

チップ情報

プロセス：BiCMOS
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 正誤表 
 

 

本    社／〒105-7323 東京都港区東新橋 1-9-1 
東京汐留ビルディング 23F 

大 阪営業所／〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 3-5-36 
新大阪トラストタワー 10F 

名古屋営業所／〒451-6038 愛知県名古屋市西区牛島 6-1 
名古屋ルーセントタワー 40F 

 

 

この製品のデータシートに間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 

この正誤表は、2024 年 9 月 30 日現在、アナログ・デバイセズ株式会社で確認した誤りを

記したものです。 

なお、英語のデータシート改版時に、これらの誤りが訂正される場合があります。 

 

正誤表作成年月日： 2024年 9月 30日 

製品名：ADPL63164 

対象となるデータシートのリビジョン(Rev)：Rev.0 

訂正箇所：9頁、過渡特性の項、最初の文 

 

【誤】 

「・・この監視回路は、短時間の電源トランジェント（グリッチ）に対し比較的耐性があ

ります。」 

 

【正】 

「・・この監視回路は、短時間の電源トランジェント（グリッチ）に対し比較的耐性があ

ります。（図 6参照）」 
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